
広陵町地域公共交通に関する住民ワークショップ実施報告 

 

1. 住民ワークショップ概要 

● 目的 町民のバスを利用した移動における課題と市町村有償運送による解決の可能性把握をする

こと 

● テーマ 持続可能な広陵元気号の利用について考えよう 

● 場所 広陵町役場 ３階 大会議室 

 

 開催日時 参加者 

第１回 2022 年８月 ６日（土）13:30-16:00 12 名 

第２回 2022 年８月 27 日（土）13:00-15:30 10 名 

第３回 2022 年９月 17日（土）13:00-15:30 ８名 

 

 

 

2. 新たな公共交通ネットワーク案 

 住民ワークショップでは、以下の新たな公共交通ネットワーク案（公共交通計画から抜粋）を基に議論を

行い、参加者の皆様からいただいた意見を踏まえ、新案のブラッシュアップを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 各ワークショップの結果 

 検討事項 検討結果 

第

１ 

回 

① 市町村有償運送事務局案に

対する感想、意見等 

 デマンド型は、利用者のニーズ（乗降地点、利用タイミング等）

にマッチした仕組みになると期待。デマンド型には賛成。 

② 日頃のライフスタイルにお

ける町内移動実態と課題 

 乗降場所は自宅付近から駅、病院、公園等への利用希望が多く、

乗車時間は最大でも 15分程度。 

 乗車人数は、使用車両の乗車定員でよい。 

 予約はウェブ、LINE、電話等で、1時間前まで可能だとよい。 

 運賃は、100 円～200 円程度。 

③ 市町村有償運送の導入によ

る課題解決とそこでの条件

等 

第

２

回 

① デマンド交通の先進事例に

ついての感想、意見等 

 乗降場所は、自宅付近であれば道路や電柱に表示があればよい

が、目的地（病院やスーパー等）にはポールがあるとよい。 

 乗り継ぎについて、大和高田駅以外の目的地には乗り継ぎなし

で行けるとよい。待ち時間は 10 分程度まで。特に乗り継ぎ場

所は、椅子や屋根があるとよい。 

 中央幹線の運行頻度は、1時間に 1本程度。 

 運賃は、高齢者、障がい者、子ども等には割引が必要。 

② 市町村有償運送についてや

ったらよいと思うこと 

③ 市町村有償運送の実現化に

向けた具体策や課題 

第

３

回 

① 事務局案についての感想、実

現化に向けた具体策や課題 

 中央幹線について、百済エリアの新規ルートの追加、的場から

国保中央病院までのルート廃止には賛成だが、運行本数は 1時

間～1.5 時間に 1本程度になるとよい。 

 支線（デマンド型）について、乗降地点表示は簡易的なもので

よい。運賃は、都度支払い、乗り放題プラン、回数券等いくつ

か選択肢があるとよい。乗り継ぎ割引は必要。予約は、ウェブ

や LINE が便利だと思うが、電話予約も必要。 

② 新たな公共交通の利用に向

けた認知度向上と利用促進

に向けたアイデア等 

 認知度向上について、スーパーや病院等での乗車イベントの実

施、無料乗車券の配布、町の広報誌・公式 LINE での宣伝等を

行い、乗車のきっかけづくりを行うとよい。 

 利用促進策について、町内イベント時は乗車無料、複数人での

乗車割引、スーパーとの連携（ポイント、割引）、利用者の声

（口コミ）の発信等を行い、広陵元気号の不便というイメージ

を変え、便利で親しみを持ってもらえるようになるとよい。 

４．住民ワークショップの結果を受けて整理した公共交通ネットワークの内容 

【中央幹線】 
1.「支線の市町村有償運送（後述）との乗り換え等を勘案した運行頻度」にする 

2.「既存バス路線との競合化を避けること、バスの転回場所等の観点から、終点をはしお元気村へ変更」 

3. ｢支線の市町村有償運送化に伴い、これまで支線のルートになっていた百済地区について、住民からの要望が多

い朝の時間帯を中央幹線のルートに組み込こんで運行｣ 

4．｢利用が少なくなっていた大和広陵高校前以降のバス停には行かず、葛城川を越えた県道 108 号を南下し、鳥居

大橋を右折して「はしお元気村」へ向かうルート｣ 

【支線】 
1．町内移動の充実を図るため予約に応じて運行するデマンド方式への移行を検討する（変更無し）。 

 

広陵元気号(中央幹線・南部支線（一部）)を維

持 

① 中央幹線を増便し、大和高田駅行を強化 

② 朝の通勤・通学時間は南部支線の大和高田

駅行きを存続 

③ 終点を国保中央病院からはしお元気村に

変更 

広陵元気号（支線）をデマンド型交通へ移行 

① 町内移動の充実を図るため予約に応じて

運行するデマンド方式への移行を検討 

＜想定＞ 

 あらかじめ決められたポイント（バス停）

間の移動 

 町外（駅）へは、路線バス又は広陵元気号

（中央幹線）へ乗り継ぎ 

▲図：新たな公共交通ネットワーク案 

（公共交通計画から抜粋） 

▼表：新たな公共交通ネットワーク案の概要  

（公共交通計画から抜粋） 

資料１－１ 


